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海外食品基準情報
～米国の代替肉関連基準、栄養成分および期限表示について～

　

本
コ
ラ
ム
は
、２
０
２
０
年
５
月
に
掲
載
し
た「

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
１
９
感
染
症
拡
大
下
の
食
品
表
示

法
令
に
関
す
る
各
国
の
対
策
に
つ
い
て
の
最
新
情

報
」の
続
編
で
す
。執
筆
者
は
前
回
同
様
、
当
社
の

調
査
第
二
チ
ー
ム
所
属
の
イ
ク
ラ
ム
が
担
当
し
ま

し
た
。今
年
起
き
て
い
る
日
本
の
生
活
で
の
変
化

の
体
験
を
も
と
に
、
海
外
に
目
を
向
け
た
情
報
発

信
の
機
会
と
し
て
い
ま
す
。今
年
日
本
で
は…

・
栄
養
成
分
表
示
が
義
務
化
さ
れ
、
多
く
の
食
品

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

・
環
境
保
全
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
等
の
レ
ジ
袋
が

一
斉
に
有
料
化
さ
れ
ま
し
た

・
食
品
ロ
ス
低
減
の
た
め
、
賞
味
期
限
の
年
月
表

示
化
さ
れ
た
食
品
が
増
え
ま
し
た

・
代
替
肉
等
の
新
素
材
食
品
が
増
え
、大
豆
ミ
ー
ト

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た

　

こ
れ
ら
の
変
化
を
踏
ま
え
、海
外
の
動
向
に
目

を
向
け
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
、本

稿
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
状
況
に
つ
い
て
、

現
地
政
府
の
対
策
や
各
国
国
民
の
意
識
に
よ
り
、

増
加
し
て
い
る
国
も
あ
れ
ば
減
少
し
て
い
る
国

も
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、国
際
的
に
経
済
の

バ
ラ
ン
ス
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
点
に
お
い

て
結
果
は
似
通
っ
て
い
ま
す
。日
本
も
例
外
な
く
、

こ
の
長
期
に
わ
た
る
地
球
規
模
の
難
局
に
直
面

し
て
い
ま
す
が
、
国
民
は
そ
れ
ぞ
れ
日
常
に
お
い

て
国
を
支
え
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。私
た
ち

は
、２
０
２
０
年
の
終
わ
り
が
見
え
て
き
た
今
、食

品
業
界
や
消
費
者
の
安
全
面
で
次
に
取
る
べ
き

規
制
面
で
の
手
段
や
対
策
に
つ
い
て
そ
の
行
方

に
注
視
し
て
い
ま
す
。

食
品
の
新
技
術
と
法
整
備

　

国
際
的
な
食
品
貿
易
は
停
滞
し
て
い
る
一
方
で
、

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
問
題
が
起
こ
っ
て
い

な
い
場
合
の
通
常
の
更
新
ス
ピ
ー
ド
を
考
え
る

と
規
模
が
小
さ
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。そ
の
間

に
も
技
術
革
新
に
よ
り
数
々
の
新
し
い
食
品
が

市
場
に
進
出
し
、新
し
い
食
品
を
目
の
あ
た
り
に

す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

期
限
表
示
に
つ
い
て　

　

こ
の
記
事
で
は
期
限
表
示
の
概
念
で
締
め
く

く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
表
示
情
報

の
目
的
で
あ
る
消
費
者
の
健
康
と
安
全
を
守
る
と

い
う
こ
と
は
共
通
で
す
。表
示
上
の
そ
の
情
報
の

選
定
は
国
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、
日

本
で
は「
賞
味
期
限
」、「
消
費
期
限
」と
呼
ば
れ
、

表
記
方
法
は「yyyy.m

m
.dd

」と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、米
国
で
は「U

se before

」、「Sell by

」、「

Expires on 

」な
ど
い
ろ
い
ろ
な
表
記
が
あ
り
、消

費
者
に
混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ

の
よ
う
な
理
由
で
Ｆ
Ｄ
Ａ
は
食
品
業
界
に
「Best 

if U
sed By

」
と
い
う
表
示
を
す
る
よ
う
数
年
前

か
ら
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
世
界
的
に
見
て
も
各
国

の
政
府
、組
織
は
消
費
者
の
安
全
を
最
優
先
に
し
、

で
き
る
限
り
透
明
性
を
保
ち
な
が
ら
食
品
表
示

規
則
を
更
新
し
て
い
く
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

記
事
を
読
ん
で
く
だ
さ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。今
後
も
食
品
に
関
す
る
規
則
に
つ
い
て
の

情
報
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。 （

イ
ク
ラ
ム
）

科
学
者
は
植
物
由
来
の
代
替
肉
に
加
え
、
細
胞
培

養
肉
の
よ
う
な
新
し
い
代
替
食
品
の
開
発
を
続

け
て
お
り
、
新
し
い
技
術
が
食
卓
に
持
ち
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。Ｆ
Ｄ
Ａ（
米
国
食
品
医

薬
品
庁
）は
消
費
者
の
安
全
の
確
保
を
目
的
と
し
、

そ
れ
ら
製
品
の
安
全
性
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

を
確
実
に
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
技
術
に
関
心

の
あ
る
食
品
業
者
と
連
携
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｄ
Ａ
と
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
ー
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ｓ（
米
国
農
務

省
食
品
安
全
検
査
局
）は
、
こ
の
よ
う
な
革
新
的

な
技
術
の
見
識
へ
の
よ
り
良
い
理
解
を
求
め
る

た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
設
置
し
て
お

り
、製
品
の
発
売
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。２
０
１
９
年
に
公
式
協
定
を
発
表
し
、
そ
れ

に
基
づ
き
両
機
関
は
不
当
表
示
か
ら
消
費
者
を

守
り
、
そ
の
安
全
確
保
の
た
め
、
特
に
動
物
の
細

胞
培
養
肉
由
来
の
食
品
に
関
し
て
規
制
の
枠
組

み
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

従
来
の
動
物
の
肉
を
使
用
し
た
製
品
の
代
替

品
と
し
て
は
、
培
養
肉
の
他
、
植
物
由
来
の
代
替

肉
も
あ
り
、市
場
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
１
１
月
に
ラ
ベ
ル
バ
ン
ク
新
聞
に
掲
載

し
ま
し
た
Ｆ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
通
知
に
基
づ
く
記
事

で
も
触
れ
ま
し
た
が
、植
物
肉
を
使
用
し
た
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
等
に
使
用
さ
れ
る
ひ
き
肉
代
替
品
に

使
わ
れ
る
着
色
料
と
し
て
、大
豆
レ
グ
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
は
未
調
理
状
態
の
製
品
重
量
の
０
．８
％
を

超
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。大

豆
レ
グ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
色
素
添
加
物
証
明
書

免
除
リ
ス
ト
に
追
加
さ
れ
る
こ
と
で
そ
の
安
全

性
が
結
論
づ
け
ら
れ
、こ
の
よ
う
な
決
定
に
至
り

ま
し
た
。

　

大
豆
ミ
ー
ト
の
よ
う
な
植
物
由
来
の
代
替
肉
の

世
界
的
な
市
場
の
拡
大
を
う
け
、
日
本
で
も
食
肉

代
替
品
へ
の
認
知
度
を
拡
大
す
る
た
め
、
そ
し
て

日
本
製
品
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

植
物
由
来
の
製
品
へ
の
人
気
は
肉
に
限
ら
ず
、植

物
性
ミ
ル
ク
も
消
費
者
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

特
に
オ
ー
ツ
ミ
ル
ク
は
豆
乳
と
売
り
場
で
人
気

を
競
い
始
め
て
い
ま
す
。し
か
し
、Ｆ
Ｄ
Ａ
が
「

m
ilk

」
を
定
義
す
る
最
重
要
点
で
あ
る
「
乳
を
分

泌
す
る
」と
い
う
過
程
、「
牛
乳
と
は
、
一
頭
以
上

の
健
康
な
牛
の
完
全
搾
乳
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
、

初
乳
を
実
質
的
に
含
ま
な
い
乳
汁
分
泌
物
を
意

味
す
る…

Ｃ
Ｆ
Ｒ（
米
国
連
邦
規
則
集
） 21. §

131.110 (a))

」に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
、
植

物
由
来
の
代
替
ミ
ル
ク
に
「m

ilk

」
と
い
う
言
葉

を
使
用
す
る
こ
と
は
適
法
な
の
か
と
い
う
議
論

が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
栄
養
成
分
表
示
に
つ
い
て　

　

Ｆ
Ｄ
Ａ
は
栄
養
成
分
表
示
の
規
則
改
正
に
関

す
る
関
心
を
高
め
よ
う
と
過
去
数
か
月
に
わ
た

り
革
新
的
な
情
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
っ
て
い

ま
す
。こ
の
運
動
に
よ
っ
て
消
費
者
に
栄
養
成
分

表
示
を
見
る
習
慣
を
つ
け
て
も
ら
い
、食
生
活
に

何
が
最
適
か
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の

で
す
。次
の
四
つ
が
主
な
改
訂
点
で
す
。

・
一
食
当
た
り
の
量
：
以
前
よ
り
大
き
く
太
字
で

表
記
。ま
た
一
食
当
た
り
の
量
が
変
更
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
。

・
カ
ロ
リ
ー
：
以
前
よ
り
大
き
く
太
字
表
記
に
。

・
一
日
栄
養
所
要
割
合 (

％
Ｄ
Ｖ)

：
更
新
あ
り
。

ラ
ベ
ル
下
部
の
脚
注
を
含
み
、
一 

日
栄
養
所

要
割
合 

％
Ｄ
Ｖ)

と
低
い
、
高
い
の
概
念
を
消

費
者
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

・
栄
養
素
：

　
〈
削
除
〉脂
肪
の
カ
ロ
リ
ー
、ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
Ｃ

（
任
意
表
示
の
対
象
）表
示

　
〈
追
加
〉添
加
糖
類
、ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
カ
リ
ウ
ム

　
〈
変
更
な
し
〉カ
ル
シ
ウ
ム
と
鉄
分

　

日
本
、
米
国
、
そ
の
他
の
国
々
の
表
示
規
制
の

変
更
や
更
新
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、地
球
規
模
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　識別表示は原則として、分離できる個々の容器包装に対して直
接表示する必要があり、「カップ」と「ふた」などから成る、多重容器
包装等においては、分離可能なそれぞれをひとつの容器包装とみ
なしますので、表示対象の容器包装毎に直接識別マークを表示す
るのが原則となります。
ただし、ほぼ同時に捨てられる複数の容器包装がある場合には、ま
とめていずれかの容器包装に一括して表示をすることができ、そ
の際、各容器包装の「カップ」、「ふた」などの役割名をその識別マー
クに併記することが必要となります。
　使用されているものが容器包装に該当するかは「容器包装に関
する基本的な考え方」の資料が参考となりますので、こちらをご確
認いただけますと幸いです。
例えば、飲料パックに添付されているストロー自体は容器包装に
は該当しないため識別表示は不要ですが、ストローの袋について
は、ストローが商品の一部と解され、商品を包むものとして識別表
示が必要となります。
　扱われる商品によって容器包装はさまざまと思われますが、「容
器包装の識別表示Q&A」よりよく参照する内容についていくつか
ご紹介できればと思います。

●プラマークに付されている「PP, PE」などの材質表示ついて
(Q76) 材質表示とはどのようなものですか？

　食品表示は容器包装されているものに必要ですが、同様に、対
象となる素材の容器包装を使用の場合は、「識別マーク」いわゆ
るリサイクルマークの表示が必要になります。「容器包装」とは
「容器」（ボトルや缶や袋のように商品を入れるもの）と「包装」
（包装紙やラップのように商品を包むもの）であって商品が消費
されたり取り出されたあと不要となるものです。

　識別マークは資源有効利用促進法により表示が定められてお
り、下記が食品に関わる識別マークとその表示が必要となる容
器となります。

＜回答＞
材質表示とは、プラスチック製容器包装において、使用されて
いるプラスチック等の種類を表す表示のことです。材質表示に
は、識別表示とは異なり、法的義務はありませんが、望ましいこ
ととされています。
(Q77) 材質表示の表記方法について教えてください。
＜回答＞
プラスチック製容器包装の材質表示は、JIS K 6899-12000（ISO 
1043-11997）で定められている記号を用いて行うことを推奨し
ます。また、複合材質及び複合素材については、主要な構成材料
を含め、2つ以上を表記し、主要な材料に下線を付すことを推奨
します。（後略）

●ラベルの識別表示について
(Q16) 容器包装にラベルを付けている場合、ラベル自身の識別
表示を入れる必要がありますか？
＜回答＞
ラベルは、それが付けられている容器包装の一部とみなされま
すので、ラベルが紙製やプラスチック製であっても、基本的に
は識別表示は必要ありません。
ただし、下記２つの条件を両方満たしている場合は、ラベルが
「包んでいるもの」となるため、ラベルそのものに対する識別表
示が必要となります。
・容器包装の1/2を超える
・ラベルを付けられた容器包装から、ラベルを容易に分離して
廃棄することができる
例）ペットボトルに付けられたプラスチック製のラベル、板状
チョコレートの胴巻き（アルミ箔の上に巻く紙）　等

●業務用の商品について
(Q87) 業務用の容器包装へも識別マークを表示する必要がある
のですか？
＜回答＞
業務用の容器包装へは識別マークは必要ありません。
事業者が専らその事業活動で消費する商品の容器包装につい
ては再商品化義務の対象外であり、かつ表示義務の対象外とな
ります。対象外の製品にマークがあることは混乱の元となるた
め、表示しないようにしてください。

　既製品の容器包装を仕入れて使用されている場合などは、すで
に識別マークが表示されているものもあると思われます。現在使
用されている容器包装の再確認や、これから作成されようとされ
るパッケージについてご参考となりましたら幸いです。

（齊藤）

ミニコラム
リサイクルマークについて

今月の「お気に入り」言葉

（アルベルト・アインシュタイン）

※ラベルバンク新聞を郵送からメール配信への切替をご希望の場合、お手数ですが右記までご連絡くださいませ。→ customer@label-bank.co.jp

The environment is everything that isn't me.

識別マーク 素材／形状
プラスチック製容
器包装
紙製容器包装
( 飲料、酒類用紙
パックでアルミ使
用のものを含む )

PET ボトル

スチール缶

アルミ缶

用途
飲料、酒類、特定調味料用
の PET ボトルを除く
飲料、酒類用紙パックでア
ルミ不使用のもの及び段
ボール製容器包装を除く

飲料、酒類、特定調味料用

飲料、酒類用

飲料、酒類用

環境とは私ではないあらゆるもののことである。
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